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An user interface for computing wi出 routinesin the mathematical subroutine 
package NUMPAC is constructed. The interface enables users to compute with 
NUMPAC by writing simple commands in a single line without taking trouble 
to write tedious main program ca11ing the subroutines in NUMPAC. The interface 
is supplied by making corresponding template with awk program for each NUMPAC 
subroutine. 

































なる一群のサプルーチンは名前の末尾の 1字によって区別される。その原則は、 S(単精度実数用)、 D(倍
精度実数用)、 Q(4倍精度実数用)、 C(単精度複素数用)、 B(倍精度複素数用)、 Z(4倍精度複素数用)、













f( x) = sin x = 0 
の解を NUMPACにある二分法の副プログラム "noleqs"を使って、要求精度 10-6で計算しよう。まず、
数値計算ルーチン九oleqs"を使うための主プログラムを自分で作成したり、サンプルプログラムを修正
したりする。フォートラン言語で書く場合、最低でも以下の量の主プログラムを書く必要がある O
% cat main.f 
C 
real x，fx，fun 






























% cat noleq =m. tplt 
real fun，x 
external fun 



















実際は、上記の 5つのパラメータに加えて、型宣言文(上記の例で、 1行目 real文)と、関数呼出文













BEGIN { subarr[I1EQN"J=ARGV[lJ 
subarr [" A"] =ARGV [2] 
subarr ["B"J =ARGV [3J 
subarr ["EPS"J =ARGV [4] 
subarr ["NMAX 1] =ARGV [5J 
dotemplate("noleq=m.七pltl，IImain. fl， subarr) 
system("fort77 main.f noleqs.f a.out") 
} 
最初の 5行はコマンドラインを読み、配手IJ"subarr"にそれぞれ保存する。ここで、注意することは、配
列の名前をテンプレートのパラメータの"@"で固まれた名前と同じにする O また、 6行日は、テンプレー










function dotemplate(七個platefile.outfile. subarr) { 




for (i in subarr) 
gsub("O"i "CI". subarr[i]. 七個p)
print temp > outfile 
close(templatefile) 
close(outfile) 





この章で紹介したプログラムは、正しいプログラムを正しく処理する D それは、 ~4.1の 11 行のテンプ






のための実行可能な命令は、 442種類 1098個である。ちなみに、テンプレートファイルの数は、 303個
である。
4.4 インターフェースの流れ
インターフェースの簡単な流れを図 1に示し、この章の例 "noleqs"を使って簡単に説明するD 説明に
は、 ~4.1のテンプレートのファイル "noleq=m.tplt" 、 ~4.3の関数 "dotemplate" を含めたい.2のインター
ブエースのプログラムファイル "noleqs"を使用している。
1.命令と引数を 1行に入力する






































(関数"dotemplate"の6行日 printtemp > outfile) 
(3)テンプレートファイル3行目
(関数"dotemplate"の3行日
tern p=" call noleq(@A@，@B@，fun，@EPS@，@NMAX@ムfx，n，il1)") 
・"@"で囲まれたパラメータが見付かる
"@"で固まれたパラメータが存在する間変換する





















































(関数"dotemplate"の6行目printtemp > outfile) 
10.テンプレートファイルを閉じる (関数"dotemplate"の7行目 close(tem plate五le)) 
11.出力ファイ ルを閉じる(関数日dotemplate"の7行目 close(out五le)) 
12.できたファイル "main.f"と必要なルーチン "noleqs.f'をコンパイルする
(インターフェースの7行目 system("fort77main.f noleqs.f') 
13.実行、結果の表示 (イ ンターフェースの 7行目 a.out)、命令"noleqs"の終了
5 インタフェースのイ吏用法
本章では、インタフェースの使い方について例を示して紹介する。このインタフェースは、 wwwを



































































































noleqs 'sin(x)' 3 4ニ1000
また、下記のように、後ろの方の値を、省略するとデフォルト値で計算される。この場合、 解の精度と
関数J(x)の評価回数の上限がデフォルト値(前者が、 1.0e-6、後者が、 1000)で計算される。










noleqd 'sin(x)' 3 4 le-6 1000 
命令によっては、 s(単精度実数型)、d(倍精度実数型)のほかに、 i(整数型)、 a(文字型)、 c(単精度複素
数型)、 b(倍精度複素数型)、v(ベク トル計算機単精度型)、 w(ベクトル計算機倍精度型)、 x(ベク トル
計算機単精度複素数型)、 y(ベク トル計算機倍精度複素数型)の型が指定できる O どの型での計算が可能
225 
かは、 ~5.5で紹介するヘルプ。を使って、確かめられる O 命令の型を指定しない時は、単精度実数型で計
算される O つまり、 noleqsを下記のように書くこともできる口




% cat test.txt 
noleqs 'sin(x)' 3 4 1e・61000 
x f(x) n il 
3.141592741 2.948419251e-6 6 0 
$1 : 3.141592741 











noleqs 'sin(x)' 3 4 1e-6 1000 
X f(x) n il 
3.141592741 2.948419251e-6 6 0 
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